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1.冷熱事業本部の製品紹介(1)
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1.冷熱事業本部の製品紹介(2)

日本
中国

ｱｼﾞｱ・
ｵｾｱﾆｱ

米州

欧州カーエアコン
(CAC)

輸送用冷凍機
（輸冷）

大型冷凍機
（大冷）

H21年

 
冷熱事業本部売上実績 （連結ベース）

空調

製品別

合計
1374億円

合計
1374億円

内円は2008年、外円は2009年 内円は2008年、外円は2009年

地域別
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2.’09年度の総括(1)

売上
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2.’09年度の総括(2)

◇海外では新興国を中心として需要は回復傾向にあるが、欧州は依然として

低迷。国内も、住宅着工の低迷、設備投資の抑制もあり、全般的に低迷。

この中で、中国では当社専売店の「K-POINT」を50店舗設立。

◇自動車メーカの生産が引き続き低迷したことにより売上減少。

その中で、海外向けに大口商談を獲得。また、EV/HEV対応の電動コンプ

は前年比で２倍の大幅増加を達成。

◇国内の陸レフ市場は、トラックへの補助金制度もあり、市場が前年比増加。

当社は新型商品の拡販によりシェアアップを達成し（国内トップシェアを堅持）、

売上は前年比増加。

◇景気後退によるIT、半導体、家電メーカの設備投資の手控えにより、国内の

ターボ冷凍機市場が大幅に減少。当社もシェアトップは堅持したが、売上は減少。

世界初のターボ駆動のヒートポンプ給湯器ETWを発売。

2008年=100とした2009年の

売上指数（実績）

100
74

2008 2009

100

65

2008 2009

100

68

2008 2009

100 104

2008 2009

空調

CAC

輸冷

大冷



7

2009 2010

3.’10年度の見通し

空調

CAC

輸冷

大冷

◇空調

・海外は省エネ規制の強化による省エネ

志向の高まりを受け、ｲﾝﾊﾞｰﾀ製品を

中心とした高性能製品の拡販を図る。

・景気回復の早い中国では、新会社

MHIASを設立し、新たな販売ﾈｯﾄﾜｰｸ

「K-POINT」の展開に着手。

◇CAC

・自動車生産は、底を脱した感がある

ものの、回復レベルは国別に斑模様。

・国内外でエコカー、HEV/EV対応の

ＱＳ・電動コンプの新規受注を狙うと

ともに、新規プログラムの立上りに

よる売上拡大を狙う

◇輸冷

・今年6月以降に各トラックメーカから

発売予定のポスト新長期排ガス規制

対応車輌の販売動向が大きなポイント

となる

◇大冷

・国内設備投資が依然として低調であり、

昨年以上に市場が縮小すると考えら

れる

◇全体

輸冷、大冷は市場の低迷が予想されるが、空調では現地代理店

の流通在庫適正化による当社販売増加、CACは自動車メーカの

生産が回復傾向にあり、全体では前年対比増加。

2009年=100とした2010年の売上指数予想

104

112

90

93

2010年冷熱事業本部連結売上見通し
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4.冷熱事業の過去10年の軌跡(1)
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大冷

事業改革を推進中

・不採算製品の縮小・撤退

・海外への生産シフトによる固定費

の変動費化

・開発対象を絞込み限りある戦力で

世界No.1商品を開発

営業利益
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4.冷熱事業の過去10年の軌跡(2)

✓‘００～’０６にかけての事業改革の実施内容

不採算製品の

縮小・撤退

・RAC（ルームエアコン）の国内量販店向け大幅縮小→海外に注力

・空調のGHP（ガスヒートポンプ）、低温製品の開発撤退→EHPに特化

・吸収冷凍機からの撤退→ターボ冷凍機に特化

・海上レフユニットからの撤退→陸上レフユニットに特化

海外への生産

シフトによる

固定費の変動費化

・RAC（ルームエアコン）の国内生産からMACO（タイ）への生産移管

→RACの100%の生産を移管

・PAC（パッケージエアコン）の国内生産からMACO（タイ）、MHAQ（中国）

への生産移管

 

→PACの約90%の生産を移管

・円高に強いコスト構造の実現

開発対象を絞込み

限りある戦力で

世界No.1商品を

開発

・世界最高効率のターボ冷凍機の開発→シェア60%以上を獲得

・小型・軽量・高性能のCAC（カーエアコン）スクロールコンプ

（QSコンプ）開発→世界有数のｽｸﾛｰﾙｺﾝﾌﾟﾒｰｶ

・EV/HEV対応CAC（カーエアコン）電動コンプ開発

→EV/HEV用CACの世界数社の内1社となる

・世界最高効率の輸冷（陸上レフユニット））トレーラ用サブエンジン式

ユニット開発→世界３位の陸レフメーカの地位確立
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（単位：億円）

5.10事計の計画値

売上

営業利益
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6.事業戦略

輸冷

空調

■基本方針

・世界的な環境規制を千載一遇のチャンスとして、環境貢献の高い高性能、高付加価

値製品をグローバルに拡販し、三菱重工のエネルギー・環境ビジネスの一翼を担う

事業を展開する。

・そのために、当社の事業規模（経営リソース）に見合った、冷熱のニッチメーカとして

特定の事業ドメインにおける、ニッチ断トツの維持・獲得に注力する

・低炭素化社会に向けて、世界的に伸長している環境エネルギー分野

への参入（ヒートポンプ給湯、EV/HEV対応CAC）

・自前主義からビジネスパートナーとの協業により、事業展開の迅速化、

事業リスクの分散を図る

成長

プロセス

・海外事業拠点を活用した固定費の変動費化（生産構造の変革）

・売上/利益中心の経営管理から、B/S、C/Fを含めた多面的経営管理

体制の構築(ROICを経営指標に採用）

改革

プロセス



12

7. 改革プロセス

生産構造の改革

■世界最適生産の推進

・需要変動に柔軟に対応可能な海外

拠点活用

→固定費の変動費化

・空調海外拠点の生産内容の見直し

（MACOのグローバルソース化

MHAQの中国ソース化）

・海外工場の更なる現地調達率の向上

・補用品部品の一部アウトソーシング

日本

MHAQ（中国）

MJA（中国）

MACO（タイ）

MCC（米国）

THACOM（タイ）

※ヤタイ方式：原則、１人で製品を組み上げる生産方式であり、需要変動に柔軟な対応が可能となる

■棚卸資産の縮減

・サプライチェーンの合理化

海外工場から各代理店へのダイレクト

な出荷システムの構築

・全社もの革活動による生産リード

タイムの短縮（MACOのヤタイ方式の

輸冷製品への適用）

■資金効率の向上

・内外作仕分けの見直しによる、ビジネス

パートナーとの投資の分散化

・リードタイム短縮による資金回収の

早期化

✔生産の最適化と資金効率の向上に向けた改革を推進

ROICの改善
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8.成長プロセス(1)ヒートポンプ

ヒートポンプ給湯

・住宅用～産業用までを網羅した業界

トップレベルの高性能商品を投入

・欧州では住宅用ヒートポンプ給湯を現地

大手暖房機メーカNIBE社と当社にて販売

また、主要電力会社及び現地ヒートポンプ

メーカとの協業を推進

・ヒートポンプ拡販に向けて、専任の販売

組織を設置。グループ会社及び電力会社

とのコラボを展開

ターボ冷凍機

・欧州では、複数パートナーとの販売協業

を開始し、海外原発メーカからの原発対応

として当社ターボ冷凍機を引き合い中

・アジアでは、シンガポール拠点を中心と

して、主に日系メーカ向けに納入された

既納入機へのサービス活動を通して、

代替需要を中心として拡販を推進

・比較的長時間使用するユーザでは、廉価な

海外メーカと比べ、当社高効率ユニットが

LCC評価で優位性あり
LCC：Life Cycle Cost ｲﾆｼｬﾙ費用だけでなく、ﾗﾝﾆﾝｸﾞ費用も

含めたﾄｰﾀﾙ費用

住宅用 産業用 ‘09 ‘14

欧州ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ給湯市場

約1.7倍

ETI-40ES

世界最高高効率

COP7.0を達成
400Rt,冷水17℃／7℃

‘09 ‘14

大冷海外事業

約4.5倍

※ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ給湯とはｴｱｺﾝと同じように空気中の熱を汲み上げて水を温めて給湯するものであり、従来の燃焼式の給湯機器よりも

大幅なCO2の削減が可能であり、地球に優しい環境商品として拡大が期待される商品

✔現在はニッチ市場であるが今後の成長商品であるヒートポンプ給湯、ターボ冷凍機に注力
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8.成長プロセス(2)空調事業

・ﾊｲｴﾝﾄﾞ商品戦略の明確化とﾌﾞﾗﾝﾄﾞの確立

・専売店（K-Point)の拡大（⇒200店/’12)

・ﾋﾞﾙ、高級住宅だけでなく、新富裕層向けの

個人住宅向けを拡販

・空調+大冷+輸冷をｶﾊﾞｰする総合空調会社

・中国の現地事情に即した、人事制度、

給与体系を採用

・総経理には中国人を登用

中国空調事業拡大 中国販売ルート

空調中国売上

販売促進の強化【K-Plan施策】

‘10 ‘14

約1.7倍

RAC PAC,KX

MJA

K-Point

MHAQ

MACO

MHIAS

量販店

総
代
理
店

設
備
店
・販
売
店

施
主
・顧
客

異業種の会社を採用

ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞ方式により募集

（タイ）

（中国）

（中国）

（中国）

✔今後伸長が期待される中国空調市場で付加価値の高いマルチ式を拡販

冷熱新会社の設立（’10/5月～)
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・自動車メーカのグローバル

小型車の大型ＰＪ受注に

よる数量拡大

・新規需要の増加が期待さ

れる新興国への拡販

8.成長プロセス(3)カーエアコン

20%

7%

35%

50%

‘09 ‘18

・既存顧客の派生車/次期車

の継続受注

・大手顧客への拡販

・EV/HEV対応の新興メーカ

への参入活動展開

ＱＳｺﾝﾌﾟ（ｽｸﾛｰﾙ）

・電動コンプとともに、EV/HEV

対応の暖房機器として拡販

・更なる小型化、高性能化、

軽量化、低コスト化に向けた

開発に注力

当社カーエアコンの販売状況

当社
ｽｸﾛｰﾙｺﾝﾌﾟ

 
ｼｪｱ

当社
電動ｺﾝﾌﾟ

 
ｼｪｱ

ｽｸﾛｰﾙｺﾝﾌﾟ市場・当社シェア

ｽｸﾛｰﾙｺﾝﾌﾟ
需要

電動コンプ

 
需要

CACｽｸﾛｰﾙｺﾝﾌﾟ・電動ｺﾝﾌﾟ市場予測 単位：万台

66

660

200

660

‘09 ‘18

（当社推定）

✔ｶｰｴｱｺﾝの今後伸長が期待されるﾏｲﾉﾘﾃｨｺﾝﾌﾟのｽｸﾛｰﾙ方式（QS、電動）を拡販

電気温水ヒータ電動ｺﾝﾌﾟ（ｽｸﾛｰﾙ）
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9.まとめ

・三菱重工の環境ビジネスの一翼を担い、地球環境

に貢献できる冷熱メーカを目指す。

・身の丈に合ったニッチプレイヤーとして、特定

分野での断トツシェアの維持・獲得を図る

以上、ご清聴ありがとうございました
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